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自然放牧地における草地生産力の実態

戸　田　忠J佑

（岩手県畜試）

各草項別の被度平均

1　ま　え　が　き

天然広葉樹林相で代表される北上山系の自然放牧地

について，放牧適性の観点から．地形・植生，林相などのコ

ソデション，放牧家畜の群生態・放牧利用度などの調

査診断を行なって，今後の山系地域の利用拡大への資

料を得ようとした。

2　試　験　方　法

1　調査場所

岩手県岩手郡玉山村外山　小石川地区およびその周

辺約5．000haの丘陵高原地帯

2　調査前の準備

調査計画用日日航空写真，1／5万分図，1／5，000

地形図などの収集

現地楢査用…・植生および地形の概略図作成，（お

もに航空写真から）

禁牧区など調査地点設定…・各植生タイプ

5　現地調査項目

（1）植生…・7月中旬および10月上旬，被度（ペソ

ファンド法）草丈，頻度，重量

く2）植生タイプ図修jEまたは境界確認

（3）牛馬体重測定…・入退牧時

（4）牛馬行動範囲‥‥毎日の記録図示

（5）植生コソデショソの表示には積算擾占度（S．刀．R）

を用いた。

草頒別の最大被度平均価

各草娼別の草丈平均

×10　0）十

×10　0）＋
草癌別の最高草丈平均

各草煩別の出現プロット数

調　査　総　プ　ロ　ット　数
×10　0）＝S．D．R．

5　調　査　結　果

1放牧地のコンデションと草生利用

コンデショソの調査は県有小石川牧区ddOhaを重

点的に行なった。調査項目は地形・林相．植生タイプ，

飼料草収追などである。

（目　地形

この地域は高原性の丘陵地であって，低山性急虞地形

が一般的である北上山系の中では，比較的条件がよい。

レ5．000地形図によって等傾斜度分布図を作り，0～10ミ

15くまで，200まで，250以上の面撥が．総面積に占める

割合をみると，それぞれ，28多，21藤，24動2摘，

となった。しかし，それぞれの地形の大きさ，型，分

布はヒダが多く入り組んだ複雑地形と云える。

ほl　林相

ddOhaのおおむね80宛がミズナラ，シナノキ，シ

ラカバなどの天然広葉林で被圧され，その他はアカマ

ツと広葉繭の混交疎林となっている。天広林相はおお

むね伐採後の再生林の姿であり，伐採経過によって，

1年生林，2年生林，4～5年生林，8～9年生林．20～

50年生林，dO年生林などに分類された（第1，2蓑）。

第1表　県有小石川放牧地のコソデションと草生利用度

林　　　 相 植 生 タ　 イ　 プ
植 生 タ イ プ別 草　　 本　　 煩 木　　 本　　 類

面　 積 比　 率 禁 牧 区 放 牧 地 利 用 率 禁 牧 区 放 牧 地 利 用 率

あ　 か　 ま　 つ　 疎　 林 短　 草　 一 雑　 草

h a

15 7 4

　 痴

20．2

　 Kダ

4 党 5

晦

18 5．0

多

d 2．7

K g

U．7

晦 多

伐　 採　 2　 年　 林 雑　 草 1－　 肪 芽 2占．7 4．0 2 7 7 9 5 5．7 8 0．7 7 8，5 5．4 9 5．1

伐　 採　 1　 年　 林 か ん 木 － す げ 10．7 1．占 10孔7 4 7 5 5 4．8 7 5．0 4 5．7 5 ス5

伐 採　 4 一一 5 年 林 耕 一 か ん 一 雄 55．2 4．9 1（～4．0 8 0．0 5 1．2 5 5 5．7 18 5．5 8 5．8

天　 広　 8　 0　 年 林 雑　　　　　　 草 1 1．5 1．7 4 5．5 1 8．0 5 8．6 4．0 4．5
－

天 広 2 0 ～ 5　0 年 林 さ さ－ しだ 一 雑 10．4 1．8 1 5 7 0 1 2夕 5 －－ － 4．0
－

伐　 採　 8 ～ 9 年 林 萌 芽　 一　 雑 草 8．5 0．9 1 2 1．5 2 d 5．5 － 208．5 2 78．0
－

天 広 2 口～ 5 0 年 林 雑　 草　 －　 さ　 さ 445．8 8 5 ．2 2占．0 24．5 － 5．5 2．5
－

合　　　　　　 計 8 80．0 1 0 0
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第2表　自然草地の草生コソデショソ

（林柏および植生タイプ別）（生垂足K9／1Da）

林　　　　 椙 伐　 採 1 年　 生　 林 伐　 採　 2　 年　 生　 林 伐 採 4 年 － 5 年 生 林

、モ　 植 生 タイ／

草 規 調 栗谷 日

か　 ん　 木　 一 十　 イ　 型 姥　 堂　 一　 萌　 芽　 剋 萌 芽 － か ん 木 一塊 壬

7 月 1 5 日 1 0 月 5 日 7 月 1 5 日 1 【川 5 日 7 月 1 5 日 1 0 月 5 日

S　D R 生 産 堆 S　D ．R 生 帝 施 S 】）貝 生 産 量 S　D R 生 産 量 S l）尺 生 産 量 S　D R 生 産 篭

長　　　　　 阜

2 5 1 4 日 1 4 7 8 8．7

1 9 7 5 0．7 1 4 4 5 5．5 1 4 さ 5．0 1 1 6 1 0．0

短　　　　　 草 1 4 2 1 2．5 2 0 8 8 7．5

ス　　　　　　 ゲ 1 8 8 1 8．0 1 8 1 1 7 5 1 1 4　　　 1 2．D 1 1 9 2．5

サ　　　　　　　 サ 1 8 2 5 1．7 1 4 〔）

1 2 8

8．7

9 5

1 9 1 うう．0 1 8 巳 2 5．5 7 7

1 6 5

1 0

1 2 9 5

8 5 1 1，7

ノ　　　　　　　 ダ 5 ［） 1．5 1 1 1 1 9 5 1 4 0 5．7 1 5 9 5 0．0

韓　　　　　 や 2 0 D 5 4．7 2 4 4 1 1 1．5 1 7 9 ソ1．0 1 4 7 9 0．0

小　　　　　 吉十 1 5 5．0 1 日兄 7 2 2 4．4 2 7 7 9 1 4 ス5 1 °4．0

有　 利　 低　 木 2 8 。 5 2．7 日 詰

’；… 2 ；三日 …； j

5 5．0

5．0

5，0

1 8 2 4 5．5 9 2　 0．7

1 9 4 5 5．5

2 0 4 4 5．0

1 0 7 8 7 5 1 5 8

5 0 0

さ6．7

低　　　　　　 木 1 4 8 1 2．口 2 1 9 1 5 0．0
－

高　　　　　 木 2 1 4 4 5．5 2 4 0 2 5 4．5 4 2 1 7

つ　　　　　　 も 1 1 5 1 5．5 8 9 1．5 1 9 9 7 1．5

中　　　　　 書† 8 5．5 7 5．0 1 1 9 9 7 8．5 4 9 5．5 5 5 5．7

合　　　　　 計 1 9 8，5 1 7 7 7 5 5 ム5 5 5 4．2 4 4 1．0 6 9 鼠7

　　 林 用

革 頗 ▼タィ′

伐 採 8 年 － 9 年 生 林 天 広 2 0 年 ～ S　 D 年 生 林 天 広 2　 0 年 ～ 5　0 年 生 林

崩卜芽　 一 雑 草 型 蟻 孝　 一 サ　 サ 型 サ サ ー シ タ ー雑 草 型

最　　 草

塩　　 草

1 2 7 5 U．5 1 0 8 4．0

1 2 7 1．7 1 5 4 2．5

－

1．7 1 0 7 1ス　　　　　　 ゲ 1 5 2 9 5 1 4 4 1 1．0 1 0 2

サ　　　　　　　 サ 1 2 2 1 5．7 1 4 0 2 5．0

8 1．5

1 8 1 5 1．0 1 4 9 4．0 2 7 2 1 8 ふさ 5 0 r】 1 5 5

ン　　　　　　　 ダ 1 4 1 5 2．5 － d S 0．5 7 7 D．5 1 7 9 1 2．7 1 4 1 1

繊　　　　　 度 2 2 5 8 2 5．0 1 8 2 2 5 5 2 8．7 2 2 8 1 8．0 1 5 7 1 0．7 1 4 ‘ 2

小　　　　　 針 7 5 0．8 1 2 1．5 7 1．7 2 ム0 2 1 1．4 1 5 7

有 刺 低 木

低　　 木

1 7 7 2 1 良さ 7 5 2 0．0 1 1 1 1．7 7 7

7 9

0．5

0．5

1 1 2 0．7

－

高　　　　　 木 2 9 0 5 0 4，0 5 0 0 1 8 0．0 1 2 8 7 0 1 5 4 2．0 －

つ　　　　　　 も 1 8 5 1 0．7 1 2 4 8．5 9 8 0．5 8 5 2．5

小　　　　　 引 7 5 1．0 2 0 8．5 9 じ 5．5 0．7 －

A　　　　　　 吾十 1．4 8 1．8 5 5 0．D 8 0．7 5 1．4 2 1 2．1 1 5 7

林 相 天　 広こ　6　 0　年 生 林 あ　 か　 量　 つ　 疎　 林 か ら t つ 造 林 5　 0 年

耳　 類　 生 タィ′ 雑　　　　 草　　　　 型 塩　 草　 －　 頼　 長 簾　 章　 一　 シ　 ダ　 型

長 考

塩 草

ス　 ゲ

す す

シ ダ

1 0 2

2 7 5

0．5

1 5 2．0

1 8 4

8 0

1．0

1．5

2 ‘5

1 8 4

2 0 0

2 4．5

ふさ

5 0．0

5 0 0

1 5 4

1 7 7

5 8 0

1

7 8．5

1 7 2

1 8 9

乱0

鼠7

8 4

1 5 4

1 5

1 1．7

鰻　　　　　 革 2 8 8 4 1．0 1 8 2 1 5 1．5 2 °4 2 2 ＆7 2 2 8 2 2．5

小　　　　　 計 1 5 2・5 1 4 5．5 1 9 1．9 4 5 1 5 2 4 4．4 2 4．0

有 刺 低 木

t氏　　 木 1 4 5 2．7

2．5

1 7三 十 0

0．7 9 2 0．5 8 ‘ 0．7高　　　　　 木 2 0 8 1 7 2 1 0 ・．・・－ － ＝ほ

つ　　　　　　 る 1 5 4 1 5 1 2 9 1 4 7 2 0．5

小　　　　　 計 ム4 4．0 2 4 0．7 8 ° 0．7

云† 1 5 8．7 4 7 5 2 1 5．9 4 5 8．0 2 4 5．0 2 4 0，7

（3）植生タイプ　　　　　　　　　　　　　　　　（林相）　　　　（植生タイプ）倭占面積比

各林相別にプロットを設けて，林床植生を調査した0　　天広20～50年生林　雑草－ササ型　　85痴

植生被度・草丈，頻度から得た積算優占度によって，　　アカマツ疎林　　　　短草一雑草型　　20喀

「MAINタイプーSUI）タイプ」として植生図を作った。　（4）飼料草収量

その結果，小石川地区の代表的植物相は次のようなも　　7月中旬と10月上旬の2回の調査で・収量差の大

のとなった。　　　　　　　　　　　　　　　　きかった植生は伐採8～9年生林で萌芽一雄車型であ



224　　　　　　　　　東北農業研究　第14号（1975）

った。7月総収量1，日OKァ／10aが10月には550

晦／10aとなった。これは春一夏の大型雑草の消失

によるものとみられた。一方アカマツ疎林相で短

雑草型では，7月の草本190Kかこ対し，10月収益は，

457Kクで約250痴増となっている0これはノシバ・

ヤマカモジグサなど短草癌など夏以降に生育が偏るた

めとみられた。

その他のタイプでは雨季の差がほとんどないかわず

かに7月が多い程度であった。伐採後2年生以後の林

相では一般に植物再生が旺盛で，地表被圧が急速に進

行する。したがって伐採初期ではS．D．Rり重量とも

に草本＞木本の様子であるが，経年的にはこれが逆転

している（第5表）。

第5蓑　放牧による草生利用

（林相および植生タイプ別）（生重量晦／10乱）

林　　　 用 伐　 痍 1 年　 生　 繍 伐　 採　 2　 年　 生　 林 伐 虞 4 年 ～ 5 年 生 林

覆 生 タイ′ か ん　 木　 － す　 げ 型 蠣　 幸　 一　 肪　 芽　 型 萌 芽 － か ん 木 一 輪 車

　 鏑 所

掌 蠣　 容

禦　 牧　 区 放　 牧　 区 兼　 牧　 区 放　 牧　 区 禦　 牧　 区 放　 牧　 区

8 Ⅰ）R 生 重 量 S D R 生 重 霊 6 1）R 生 重 義 S l）R 生 重 量 S I）R 生 重 量 8 1）R 生 霊 量

長　　　　　 草

1 4 7 8 8 ．7

1 4 4 5 5 ．5

7 5 1 9 1 t 5

1 1 8 1 【川 4 8 1

垣　　 車

ス　　 ゲ

5 9

1 8 5

0．7

5 ‘．0

2 〔）d

†ナl

8 ．

1 1 5
1 0 8 2 ．7 1 1 9 2 ．5 1 5 5 1 1．5

サ　　　　　　　 サ 1 4 0 8 ．7 1 5 5 5 ．5 1 4 8 2 5．5

5 7

1 5 5

1 7 0

4 ．5

5 7 7

‘5

1 5 9

1 1．7

5 0 0

4 5

8 1

0 ．7

1 5 8
ノ　　 r

■　　 霊 1 2 8 鼠5 1 5 5 5 ．5

1 4 0

1 7 9
9 1，0 1 4 9 ス7 1 4 7 9 0 、0 1 5 d 5 2．0

′ト　　　　　 書† 1 0 4 7 4 7 5 2 7 7 9 5 5．7 1 ‘4．0 －
8 t】，0

有　 刺　 低　 木 9 2 0．7

1 5 9 0 7

1 5 8 5 8．7 8 4 5．5

低　　 木

高　　 木

5 8 0

2 5 9

4 5 ．D

5．0

2 5 8

9 4

4 4 ．0

1，0
1 9 4 5 5 ．5 1 4 4 4 ．0 5 0 0 4 2 エフ S D O 1 0 ‘．D

つ　　　　　　 る 1 2 5 l D 5 1 0．7 2 0 4 4 5 ．0 5 5 0．7 1 9 9 7 1．5 1 7 ° 7 ス5

小　　　　　 計 7 5 ．0 4 5 ．7 7 8 ．5 5 ，4 5 5 5 ．7 1 8 5．5

合　　　　　 計 1 7 1 7 9 5 ．0 5 5 8 ．2 5 9 1 ‘9 9 7 2 8 5．5

林 用 伏 採 8 年 － 9 年 生 ＊ 天 広 2 0 年 ～ 5 0 年 生 林 天 広 2　0 ・－ 5　 0 年 生 林

葦　 鎖 ・・′ィ′ 鵬　 芽　 一 義 葺　 型 鐘　 章　 一　 サ　 サ　 型 サ サ ー シ ダ ー 雛 暮 型

最　 革

塩　 草

1 D d 4．0

1 7 5 5 5 ．5

1 5 4

1 4 9

5 ．5

4 ．0

1 5 5 1

1 0 7

5 0 0

1

1 5 5

1 3 0 1

．入　　 ゲ

サ　　 サ

1 4 4

1 4 0

1 0．8

2 5．0

＝川 1 1 5 1 7 2

2 7 5

1

1 1．5

1 5 8

2 9 0

1

1 2 0

ノ　　 ′

義　　 雷 1 ‘2 8 1．5

2 1 0

1 8 4

5 乙5

1 5 5 ．0

7 7

2 2 8

0 ．5

1 8 ，0 1 9 8 1 t O

1 4 1

1 4 6

1

2 1 4 8 7 5

小　　　　　 計 1 2 t 5 2 °5 ．5 2 ム0 2 4 ．5 1 5 7 1 2 鼠5

有　 刺　 低　 木 7 5 2 0 ．0 1 5 4 2 5 ．0 7 7

7 9

0 ，5

0 5

1 5 1

2 3 8

0 ．5

2

2 1 4

－

低　 木

高　 木

つ　 る

3 0 0

1 2 4

1 8 0．0

8 ．5

2 〔18 5

5 0 0

1 1 5

2 5 2 ．0

1．0

1 5 4

8 5

2 ．0

2．5

l

小　　 計

合　　 か

5 5 8 ．0 2 7 8．0 5 ．5 2 ．5 l

5 4 5．5 5 1．4 2 1 0 1 5 7 1 5 も 5

事　 嶋 生 タィ讐 天 広 ‘ 0　 年 生 繍 島　 か　 t　 つ　 義　 鱒 か ら t つ 遭 蠣 5 0 年

雛　　　 車　　　 型 噛　 霊　 －　 ■　 雷 ■　 嘉　 一　 ノ　 ′　 ■

最 章

毎 葺

ス ゲ

サ サ

ン タ●

1 8 4

8 0

t O

1．5

1 5 7

°8

2

1

5 0 0

1 5 4

1 7 7

5 4 0

1

7 ▲さ

5 0 0

日 0

i l d 4

1 4 1 0

2 ．0

1 8 ．0

8 4

1 5 4

1 3

1 t 7

2 0 1

8 1

2 5 4

n 7

1 5 °．7■　　　　　 雷 2 °8 4 1．8 2 4 5 1 5 2 2 8 2 2 5

小　　　　　 計 4 乙5 1 8 l さまさ 1 ‘1 0 2 4 【I 1 5 81

有 利 低 木

低　 木

轟　 水

つ　 も

2 1 0

1 5 4

2 ．5

t 5

1 7 9

1 7 9

1 5 【】

2

2

m 5

1 0 3 m 7 8 ‘ 吼7

1 1 2 2．5

小　　　　　 針 4．0 1 5 m 7 8 7 2．5

合　　　　　 I 十 4 1 5 2 2 ．5 4 さ8 1 ‘1 0 2 4 m 7 1 4 8 7
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（5）草生利用度

牛馬退牧後に禁牧区内外の収是調査を行なって草生

利用度の推定をした。この結果，草本煩収最が多く，

利用度の高かったタイプはアカマツ疎林で短草一雑草

457晦，d5痴採食，2年生林で雑草一萌芽279Kク，

819乙採食などであった。総面積の85感を占める20

～50年生林では収量は50Kク～80Kダときわめて低

く，また，利用の程度も明らかでなかった。

2　放牧家畜の行動

（1）利用面積

8月11日より9月50日の約1日〕日間，放牧牛馬

が自由放牧の状況下で生活行動を営なんだ地域は推定

2．700ha余に及んだ。放牧頭数は短角穫215頭．馬

85頭でありこれを500Kg体重に換算した家畜単位

では195．9AUとなる。

2，700haをさらに，家畜が重点的に利用した面積，

第4義　政牧牛馬の増体

二義的に利用した面積，補助的に軽く利用した面掛こ

分けると．いずれも50痴程度の割合となった。

（2）季別の群行動

入牧当初の8月には入牧地域の利用が盛んで行動範

囲は比較的狭いが，7月になると広く分散し低地沢筋

の利用が臼だつ。8月には標高1，000m前後の峯筋に

比較的多く集合する傾向かみられ，9月には峯を下が

って，短草・スゲ類の多い地域への移動がみられる。

群行動の規制要因には，飼料草の多少や種矯・地形・

水利・暑熱・吸血昆虫発生消長などがあげられ，これ

らが複合的に影響しているとみられる。

5　家畜の増体

大過牧時の測定値から，期間中の移動がなかった牛

馬の増体結果を取りまとめると，1日増体畳で成牛0．45

晦，2才牛0．58Kg，当才80・72Rg　90・占8Kク，成馬

ロ．D5KP，当才馬80．98Kク，？1・1Kgとなった（第4衷）。

調　 査　頭 数 大　枚　体　重 退　牧　体　重 増　 体　 畳

ろ ？ 8 ？ ぺ ？ ろ ？ ろ

8 5

K P Kタ K ク K 9 K ダ K 9 K g

－ 5 5 5．8 4 0 4．1 4 8．5

1d －
2 0 鼠 5 2 7 4．5 8 4．8

1 9 2 0 7 8．2 7 1．4 1 5 ♀ 5 1 4 5．4 8 1．5 74 ．0 0．7 2 4

2 －
4 9 8 ．5

－
d 5 4 ．5 －

－ 44 ．0 ー 0．5 9 5

－ 2 0 ー d D 8 ．9 －
d 1 2．1 ー 5 ．2 －

9 d 1 48 ．0 1 1）r S 2 5 7 1 2 2 4．6 9 1．1 1 0 7 5

4　草地の牧重力

放牧全期中の家畜生活面積を大枚家畜単位で除する

と，1AUあたりの利用面紬ま推定15．9haとなった

（第5表）。また，小石川牧区ddOhaのみをとらえ

て．次の計算方式で推定牧糞力を算出すると，延べで

は12．195AUとなり，120日放牧期とすると実数で

102AUの収容能力と推定される。すなわち，小石川

牧区は適切な放牧強度で使用するとすれば1AUあたり

ddOha

102AU
＝8．5haを必要とすることになる。
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第5蓑　草地の牧益結果

推 定 利用 入 牧　 実
1 h a 当り大枚

4 カ月放 牧 期 に

総　 面　 墳 家 畜単 位 1 A U 当り利用面 積

h a A U A V h a

2．715．7 195．9 1 ス45 15．8d

5　草地の生産性

放牧全期中の総体垂生産は推定14．875KFであり，

これを推定利用面積で除すると，1ha当り体重生産は

約5．5Kクとなった（第8衷）。

第8表　草地の生産性

推定 利 用
総 体重 生産

1 h a 当 り 100 Kダ生 産 に

総　 面　 積 体 重 生 産 要　 し た 面 積

h a Kク Kダ h a

乙7 15．7 14．8 75 5．48 18．2 6




